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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ
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平
治

宿
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整
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◇
実

施
日

 
平

成
２

７
年

０
３

月
１

５
日

(日
) 

曇
り

後
小

雨
 

◇
参

加
者

 
沖

﨑
吉

信
、

児
嶋

道
夫

、
川

島
 

功
、

畑
林

清
子

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
、

椎
木

 
尭

・
照

子
夫

妻
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・
広

島
市

在
住

の
椎

木
さ

ん
よ

り
薪

を
持

参
し

、
ご

夫
婦

で
参

加
の

申
出

が
あ

っ
た

。
 

・
児

嶋
さ

ん
よ

り
薪

割
機

、
再

持
参

で
リ

ベ
ン

ジ
す

る
。

 

・
宿

泊
利

用
料

４
月

１
日

よ
り

２
，
０

０
０

円
以

上
／

泊
と

す
る

案
内

標

示
の

掲
示

。
 

・
大

型
連

休
前

に
池

郷
林

道
の

状
況

を
把

握
す

る
と

共
に

落
石

等
撤

去
。

 

３
月

１
日

に
実

施
予

定
で

あ
っ

た
が

雨
で

１
５

日
に

順
延

し
て

い
た

が
、

こ
の

日
も

雨
の

予
報

で
悩

ん
で

前
日

に
実

施
す

る
打

診
を

し
た

が
、

椎
木

さ
ん

が
薪

を
運

搬
し

て
下

さ
る

こ
と

か
ら

予
定

通
り

と
す

る
。

ど
う

い
う

訳
か

(晴
れ

夫
婦

？
)、

や
や

好
天

に
向

い
雨

が
昼

過
ぎ

ま
で

降
ら

な

い
予

報
に

な
っ

た
事

か
ら

実
施

を
決

め
た

、
 

当
日

、
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
で

合
流

。
椎

木
さ

ん
は

、
昨

日
小

瀧
螺

雲

師
主

宰
の

犬
鳴

山
の

「
修

行
」

に
参

加
さ

れ
た

と
の

こ
と

、
 

集
合

８
時

３
０

分
近

く
に

な
る

が
、

行
仙

宿
前

泊
の

青
木

氏
が

や
っ

て

こ
な

い
。

 

児
嶋
・
椎

木
車

に
は

、
林

道
の

落
石

等
撤

去
の

た
め

先
行

し
て

も
ら

う
。

沖
崎

車
が

し
ば

ら
く

待
機

す
る

も
、
彼

の
こ

と
だ

持
経

宿
へ

変
更

し
、
我

々

を
待

っ
て

い
る

だ
ろ

う
と

２
台

の
後

を
追

う
。

 
池

郷
林

道
大

荒
れ

を
予

想
し

て
ジ

ョ
レ

ン
、

バ
ー

ル
、

箒
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
。

ハ
ン

マ
ー

な
ど

大
量

に
持

込
ん

だ
が

、
荒

れ
具

合
は

予
想

よ
り

は
る

か
に

少
な

い
も

の
だ

っ
た

。
 

た
だ

ゲ
ー

ト
と

稜
線

三
叉

路
の

中
間

地
点

で
、

林
道

下
が

大
き

く
抉

れ

て
雪

庇
状

態
と

な
っ

て
い

る
。

大
型

連
休

と
持

経
宿

の
改

築
を

控
え

非
常

に
危

惧
さ

れ
る

。
 

翌
日

、
奈

良
森

林
管
理

事
務
所

下
北

山
村
駐

在
の
田

中
氏

に
状

況
報
告

の
電
話

を
入

れ
た

。
田

中
氏

は
判

っ
て

い
た
様

で
、

新
年
度

に
修
理
工

事

を
や

る
が

時
期
未

定
。
従

っ
て

、
工

事
が
開
始

さ
れ

れ
ば

当
分

持
経

宿
へ

の
車

の
乗
入

れ
は

出
来

な
い

。
白
谷
側

の
林

道
は

、
落

石
も
多

い
だ

ろ
う

が
通

行
可
能

な
は
ず

だ
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

落
石

を
除
け

な
が

ら
、

や
っ

と
持

経
宿

に
到
着

し
青

木
氏

が
出
迎

え
。

 
椎

木
さ

ん
の

車
に

は
、

３
０
㎝
位

に
束
ね

た
薪

が
３

０
束

も
積

ま
れ

て

い
た

。
相

当
な
重

量
負
担

で
あ

っ
た

ろ
う

。
あ

り
が

た
く
頂

き
、
皆

で
ト

イ
レ

前
に

運
搬

・
保
管

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

。
 

児
嶋

・
椎

木
さ

ん
に

は
、

持
経

宿
に
残

り
、

薪
造

り
を
お
願

い
す

る
。

 

椎
木

さ
ん

の
奥

さ
ん

照
子

さ
ん

、
沖

﨑
、

川
島

、
青

木
、

梶
野

、
畑

林

の
６
名

が
平
治

宿
へ

向
う

。
梶

野
氏

は
、
食

台
板

に
自
製

加
工

し
た
ア

ル

ミ
脚

を
取
付

の
た

め
、

少
し
遅

れ
て
来

る
こ

と
に

な
る

。
 

小
屋

を
出

て
平
治

宿
に

向
か

う
林

道
途

中
か

ら
、

小
雨

が
降

り
出

し
た

が
た

い
し

た
こ

と
が

な
い

。
 

 
 

 

椎
木

車
か

ら
薪

運
搬

 
 

 
千

年
檜

祠
前

 
 

 
平

治
宿
・
脚

取
付

食
台

で
昼

食
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こ
の

天
気

具
合

が
か

え
っ

て
平
治

宿
へ

向
う
奥
駈

道
の
尾
根

に
靄

が

か
か

り
、
幻

想
的

な
雰
囲
気

を
醸

し
出

し
て

い
た

。
 

そ
れ
ぞ

れ
が

、
小
屋
手

前
か

ら
薪

用
の

落
枝

を
拾

い
平
治

宿
小
屋

へ
。

昨
秋

、
塗
替

え
た

ト
タ

ン
屋
根

の
色

は
、
冬
枯

れ
の
景
色

に
マ
ッ

チ
し

て

い
た

。
早
速

、
川

島
･
青

木
両

氏
は

、
ト
イ

レ
水
洗

用
の
ド
ラ
ム
缶

を
設
置

、

梶
野

氏
は
食

台
板

１
枚

に
ア

ル
ミ
脚

を
取
付

し
、
そ

の
後

薪
造

り
。

 
沖

﨑
は
水
場

点
検

。
女
性
軍

は
小
屋

内
の
整
理

・
清
掃

を
行

い
、

１
２

時
頃

よ
り

昼
食

と
し

た
。

 

改
め

て
小
屋

内
に
座

り
、
物
品
棚
・
ス

ト
ー
ブ
・
靴
置
場
・
毛
布

常
備

・

本
日

の
食

台
を
見

て
、
使

い
勝
手

が
本

当
に

良
く

な
っ

た
と

実
感

し
た

。
 

１
２

時
５

０
分

持
経

宿
へ

と
下

山
す

る
。

 

さ
て

さ
て

、
薪

割
機

は
上
手

く
作
動

し
た

か
気

に
な

る
。

 
小
屋

前
を
見

る
と
ブ

ル
ー
シ

ー
ト

が
玄
関

前
に
張

ら
れ

、
そ

の
下

に
薪

が
う
ず
高

く
積

ま
れ

て
い

る
。

 
ド

リ
ッ
プ
コ

ー
ヒ

ー
の
準
備

を
し

て
い

る
児

嶋
さ

ん
に
聞

く
と

、
作
動

せ
ず

椎
木

さ
ん

と
斧

と
鉄
楔

で
割

っ
た

も
の

と
の

こ
と

。
ど

う
も
電
源

の

容
量
不
足

な
の

か
繋

が
ら
ず

、
試

運
転

が
上

々
だ

っ
た

と
、

や
や

落
込
み

状
態

、
三
度
目

の
正
直

に
期

待
し

た
い

。
 

 
 

 

平
治

宿
・

下
山

前
 

 
 

 
 

 
 

持
経

宿
下

山
前

・
参

加
者

記
念

撮
影

 

児
嶋

さ
ん

の
コ

ー
ヒ

ー
、

畑
林

さ
ん
差
入

れ
の
赤
福
餅

で
小

休
止

後
、

持
経

宿
内

に
４

月
１

日
よ

り
宿

泊
料
金

２
，
０

０
０

円
以

上
／

泊
の

掲
示

。

割
っ

た
薪

を
不
動
堂
横

に
積

上
げ

な
ど

の
作
業

を
行

い
帰

路
に
つ

い
た

。
 

椎
木

さ
ん

に
は

、
薪

の
持

込
の
外

に
杵
搗
餅

、
古
代
米

を
た

く
さ

ん
差

入
れ

し
て
頂

き
、

参
加

者
が

あ
り

が
た

く
頂
戴

し
た

。
椎

木
さ

ん
に
重
ね

て
心

よ
り
御
礼

を
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
宮

7:00
→

8:15
池

原
公

園
8:30
→

9:00
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト
→

9:35
持

経
宿

10:10
→

11:05
平
治

宿
12:50

→
13:35

持
経

宿
14:25

→
15:35

池
原

公
園

15:40
→

17:00
新

宮
。

 
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 
・

椎
木

 
尭
；

薪
３

０
束

(持
経

宿
) 

・
梶

野
照

雄
；
食

台
板

に
ア

ル
ミ

加
工
脚

(持
経

宿
３
卓

、
平
治

宿
１
卓

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(記
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﨑
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